
知的資産経営報告書

わが社には「未来をひらく⼈がいる」
⼈的資産 組織資産 がある
１００年企業を⽬指して！
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Himeji	House	Service
Corporation

Five Power

Small but
good company

Best Company

プレハブの建築請負、レンタルリースサービスを行っています
（ 我が社の商品運搬には、運行管理者・整備管理者の管理下にて日常業務を安全に行っています ）

【 表紙への想い 光り輝く「若芽」 】

わが社には４５年培われてきた土壌がある樹木がある。
その土壌・樹木の上にそれぞれ「持ち味」輝く「未来を
ひらく人がいる」。ひかり輝く「若芽」といってもただ
年齢の若い「働き甲斐をもった若い世代の力」だけのこ
とを言っているのではなく、「生命力あふれる熟練した
世代の力」も育ってきていることを強調し、あわせて
「若芽」と言っているのである。
ゆえに、人的資産あり！組織資産あり！と叫びたいの

である。１００年企業を目指して！！
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期 年 月 トピックス

１期 １９７７年（昭和５２年） １２月 兵庫県姫路市中地６３５－４ 資本金 ５００万円にて法人設立

３期 １９７９年（昭和５４年） １１月 兵庫県姫路市安田２－８２に移転

８期 １９８４年（昭和５９年） １２月 兵庫県朝来郡（現、朝来市）和田山町枚田字五木に但馬出張所開設

９期 １９８５年（昭和６０年） １２月 資本金 １，０００万円に増額

１０期 １９８６年（昭和６１年） ６月 兵庫県姫路市南条字堂の西１３８－５に事務所新築に伴い移転

１３期 １９８９年（平成 元年） １２月 兵庫県養父郡養父町（現、養父市）上野に但馬営業所新築、並びに但馬センター開設

１４期 １９９１年（平成 ３年） ６月 兵庫県姫路市南条１丁目１３３番地に地番変更

１５期 １９９２年（平成 ４年） ２月 資本金 ２，０００万円に増額

１８期 １９９５年（平成 ７年） １月 阪神淡路大震災の復興支援に伴い神戸出張所開設

１９期 １９９６年（平成 ８年） ３月 神戸出張所を兵庫県神戸市西区に移転

２０期 １９９７年（平成 ９年） ４月 復興支援機能を本社事務所に統括し、神戸出張所を閉鎖

２８期 ２００５年（平成１７年） ５月 自社オリジナルブランドプレハブの販売を開始する

３０期 ２００７年（平成１９年） ９月 公式ホームページを開設

３３期 ２０１０年（平成２２年） １０月 ユニットハウスの買取事業を開始

３６期 ２０１２年（平成２４年） ６月 従業員持株会制度を発足する

３８期 ２０１５年（平成２７年） ５月 自社オーダーハウス【リーガルシリーズ】を開発･販売開始

〃 ８月 自社オリジナルユニットハウス 【ＨＳ－５７】をレンタル部門に新規導入する

〃 ９月 新商品リーガルシリーズのモデルとして本社事務所を改装する

４０期 ２０１７年（平成２９年） ２月 ＮＨＫ“クローズアップ現代”の取材及び放映

【知的資産経営を通して、事業承継が成功した企業として紹介･放映されました】

４１期 ２０１８年（平成３０年） ４月 兵庫県朝来市和田山町寺谷に「和田山展示場」を開設して展示販売を始める

〃 〃 ６月 加古川センター移転 (旧姫路センター:志方町から加古川市平荘町に移転)

４２期 〃 １１月 ひょうご仕事と生活の調和推進企業宣言

４２期 ２０１９年（令和元年） ９月 ひょうご仕事と生活の調和推進企業へ認定

４３期 ２０１９年（令和元年） １１月 創業者 中島弘堂氏から西田俊一が二代目代表取締役社長に就任

４３期 ２０２０年(令和２年) ４月 加古川展示場開設（旧姫路センター跡地）

〃 〃 １１月 ひょうご仕事と生活のバランス企業・表彰

４４期 ２０２１年（令和３年） ５月 ＢＣＰ（事業継続計画）対策の一環として、リレーションシステム稼働

〃 〃 ９月 但馬センター整備事業 第１期完了（備品倉庫建替え、パネル倉庫増築）

４５期 ２０２２年（令和４年） １月 姫路市ＳＤＧｓ宣言（目標１・３・４・５・８・９・１１・１２、８項目）

〃 〃 ３月 ユニットハウス１棟販売毎に５００円を公益財団法人日本ユニセフ協会に寄付を開始する

〃 〃 ３月 健康経営優良法人２０２２（中小規模法人部門）認定

〃 〃 ４月 養父市Ｊ－ＶＥＲを通じＳＤＧｓ宣言（目標７・１３・１５・１７、４項目）

〃 〃 ４月 但馬センター整備事業 第２期完了（内装倉庫建替え）

〃 〃 ５月 養父市Ｊ－ＶＥＲで温室効果ガスの一部をオフセット始める

１．沿革
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1977年に創業して以来、プレハブ建築やユニットハウスの販売や
レンタルなどを通してお客様のご要望にお応え出来る企業として
「あらゆる快適空間」の提供を続けています。

それは、わが社独⾃の「持ち味」であり「強み」でもある
＊短い⼯期
＊低コスト・⾼品質
＊お客様⽬線での親切丁寧な徹底したサービスの提供
＊⻑年にわたる経験と地域 No.１の施⼯実績
＊信頼できる専⾨技術とアフターサービスと安⼼感等々

こうした誠実な経営を通して、お客様と地域社会から信頼される
企業創りを⼼掛けてきました。
これからも「全社員が笑顔で明るく元気な企業」を合⾔葉に、
お客様の使い易さや⼼地良さを追求しながら「笑顔」と「任せ
て安⼼」をお客様にお届け出来るように成⻑して参ります。

代表取締役 西 田 俊 一

２．社長の挨拶

企業１００年・１００年企業

気の遠くなるような年⽉ですが、こうした将来ビジョンを
明確に打ち出す事によって、１００年企業の達成も夢では
ない！
全社員が健康的で、明るく⾃分⾃⾝の働き甲斐や⽣き甲斐
を感じ取れる環境創り･会社創りをこれからも維持･継続し
つつ、今後も陸続として⼊社して来る社員⼀⼈ひとりが時
代に沿った⽣き⽣きと幸せな会社創りが出来るように、そ
の礎･⼟台創りを今ある皆さんと⼀歩ずつ、勝ち取ってい
きたいと考えております。



「私たちは、いつもお客様の心を大切にし、
お客様の笑顔を最大の喜びとします。」

私たちの会社はお客様に奉仕するために生まれてきました。
お客様の立場に立って、より良く、より安く、より早く、

良品質のサービスをお届けします。

「私たちは、生かされている社会において、
企業活動を通し社会的、経済的に貢献をします。」

社会のお役に立てる喜びが私たちの喜びであり、
その継続が私たちの繁栄の追求である。

「私たちは、仕事を通し自己を磨き、より豊かで、
より幸せな人生を築きあげよう。」
職場は人間修業の場である。仕事に対しては、

つねに謙虚に学び、限りない可能性を信じ、より良い自己を創り、
夢の実現へチャレンジしていこう。

お客様第⼀主義

社会貢献

⾃⼰実現

社 訓
・謙 虚

あらゆるものに、感謝の心を持とう。
（生かされている自然、人間関係、お客様、取引先）

【お早う ありがとう すみません ご苦労様 】と人間らしい心の泉を大切に
謙虚さを失った時に、人は運命を変える。

・誠 実
自分自身に誠実に、より善なるものを求め続けること。

嘘をつくな、社会に対し、堂々と生き、恥じることの無い人間になり、
素晴らしい人間関係の中に、心の豊かさが生まれる。

・努 力
一歩一歩 出来ないことをできるようにしていく

価値は、自分で創り出していくもの
より良い価値を求めてチャレンジする生き方をしよう。
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３．経営理念



＜自主＞
社員は「これをしたい」というやりがいを創り、会社はそれを応援する！

＜自立＞
任すから任すに足りる人に！

＜自創＞
自分で考え工夫する社員を目指して！
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～農夫の一日～
ある農夫が、朝早く起きて畑を耕そうとした。
ところがトラクターの燃料が切れていたので近くまで買いに行ってきた。
途中でブタに餌をやっていないことを思い出して納屋に餌を取りに行った。
すると、ジャガイモが発芽しているのを発見した。
これはいけないと思い、ジャガイモの芽をとっているうちに
暖炉の薪が無くなっていることを思い出して薪小屋へ足を運んだ。
薪を持って母屋へ向かっていると、ニワトリの様子が変である。
どうも病気にかかったらしい。
とりあえず応急処置を施して、薪を持って母屋にたどり着いた頃、日がトップリ暮れていた。
農夫はヤレヤレ何かとせわしい一日であったと思いながら、
一番大切な畑を耕すことができなかったことに気がついたのは床に入ってからであった。

《

教

訓

》
創業から伝え続ける想い

４．自主・自立・自創

ファイブパワーをファイブパワーを
「グー」にすることが理

想だ

約束したことは
必ず守る

それが信頼である

価値観を共有するは
ブレーンが必要で
次代を担う人に理解
してもらうことだ

人はしたいことしかしない
仕事を「したい」ことに

できるかが重要だ

仕事を任せてやり任せたからには口
出ししない、任せてもらっていると
感じれば責任感が強くなる

仕事の失敗は
工夫や学ぶ機会となる

知的資産とは社員一人ひりが
夢の実現のために苦労を

惜しまずに取り組んだ成果だ

小さいながらも
ベストカンパニー

組織が大きくなると
伝えることが難しい
価値観を共有するこ

とがテーマだ

心 に 残 る
経 営 語 録

「ええことば」
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わが社が２００９年より「知的資産経営報告書」の作成を始めてから１３年の年月が過ぎ

ようとしています。わが社が何故、報告書を継続して更新・作成している理由やそのプ

ロセスの中で、わかってきた事・変わってきた事などを、ご紹介させて頂きます。

一つに 【 報告書を作成する過程において経営側と社員側の信頼関係が深まったこと 】

取組み前は、トップダウン型の経営だったが報告書の作成を進める中で、お互いの意見

交換が活発になり、意識の共有やコニュミケーションが自然と出来てきて相互理解と信

頼関係が深まったことが、成果として挙げられ今日まで継続していること。

二つに 【 各事業所間の社員同士の意識の共有と結束力が以前にも増したこと 】

作成する中で 「わが社の知的資産＝価値の源泉」 を見付け出し “ファイブパワー” とい

う言葉で 「見える化」 に成功したことにより、社員同士にも一体感が生まれ組織力のアッ

プに繋がっている。社員は自身の存在証明を再認識し自己実現を目指す一方、会社も

こうした社員の自主、自立、自創を重んじて働きがいを見つけられる会社創りを明確に打

ち出した結果、着実に計画以上の業績向上へと繫がってきている。

三つに 【 作成していく中で“事業承継”の道を見付け出せることが出来た 】

作成する中で、わが社独自の多くの知的資産を見つけ出して、それを 「見える化」 に成

功したことで、この会社の財産である知的資産をきちんと承継して 「次の世代へと引き継

がなければ」 との想いと “ここで終わらせたら駄目” だという厚い想いが自然に事業承継

への決意に変わっていきました。こういった実状からも知的資産の承継が事業承継の道

へと繫がったと言っても過言ではないと思っています。

最後に 【 わが社は現在４５期でありますが 「１００年企業」 を目指しています 】

その目的の為にも 「知的資産経営報告書」 の継続・取組みを通して、一つはお客様に

信頼され必要とされて 「任せて安心」 が提供出来る存在（会社）で有り続ける事。

一つは全社員の結集力で今後共、姫路ハウスサービスの再発掘・再発見をしながら会

社方針にもある “ベストカンパニー創り”（小さいながらも良い会社・社員の皆様が良いと

思える企業創り）に一歩ずつ近づける為の道標、即ち “羅針盤” となる 「知的資産経営

報告書」 を継続して取り組んで参ります。

５．わが社が「知的資産経営報告書」を継続して取組む理由

代表取締役 西 田 俊 一
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２０１９年度版（２０１９年７月）

・加古川センターの移転もあり、ＨＳ－５７を表紙にして更に
ブラッシュアップ。

２０１４年度ＢＣＰ版（２０１４年８月）

・支援金融機関と合同研修にて作成。

２０１５年度版（２０１５年７月）

・リニューアル版を作成。

２０１６年度版（２０１６年９月）

・社外向けのコミュニケーションツールとして更にブラッシュアップ。

２０１０年度版・初版（２０１０年１０月）

・社内向けのマネジメントツールとして全社員の協力で
「わが社の強み・弱み」をポスト・イットにて収集。
進めていく中で、団結力・連携力・迅速力・施工力・責任感と
言う５つの「力」に辿り着き「ファイブパワー」という価値の源泉が
生まれる。

２０１１年度版（２０１１年９月）

２０１３年度版（２０１３年９月）

・リニューアル版を作成

２０２０年度版（２０２０年７月）

・リニューアル版を作成。

６．知的資産経営報告書の歩み
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８．ＳＤＧｓ宣言 目標１貧困をなくそう

わが社の取り組みの⼀例

「SDGs 1 貧困をなくそう」貧困の撲滅の⼀環として、世界中の⼦供、若者、⼥性たち
の「命を守り、夢と希望」お届けする⽀援に取り組んでいきます。
「誰も置き去りにしない」との理念の上に⽴って、「⼈々が今いるこの世界で⽣きてい

くのが楽しい」といえる社会を創っていくことに貢献していきます。

SDGs取組みのきっかけ
2015年の国連サミットにおいて全ての加盟国が合意した「持続可能な開発のための

2030アジェンダ」の中で掲げられた「誰⼀⼈取り残さない」持続可能でよりよい社会の
実現を⽬指す世界共通の⽬標「SDGs」。この世界が抱えている課題を「⾃分ごと化」し、
わが社はどのような形で世界に貢献するのかを検証した。

わが社の事業内容
わが社は、プレハブ・ユニットハウスのレンタル及び販売を事業としています。普段か

ら⾼いメンテナンス技術によりハウス・資材のリデュース（排出抑制）、リユース（再使
⽤）、完全整備のうえリサイクル（再⽣利⽤）し、資源廃棄の最⼩限化に努めています。

わが社の具体的な取り組み

ユニットハウスを販売毎に、１棟あたり５００円が、公益財団法⼈⽇本ユニセフ協会に
寄付されます。



ＳＤＧｓ宣言 目標５ ジェンダー平等を実現しよう
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ジェンダーフリーの一環として、女性の
力を信じ、女性の活躍の場を与えると共
に、労働環境の整備にも取り組んでいる。
女性対応の検診に取り組んでいる。

ＳＤＧｓ宣言 目標９ 産業と技術革新の基礎をつくろう

産業と技術革新の基盤づくりの一環とし
て、リレーションクラウドシステムの構
築や誰でもが使いこなせるよう業務改善
や働き方改革に取り組んでいる。

総務⼥性社員の意⾒要望を吸い上げ、会社はそれを実現させてあげる（社⾵）
⼿書き業務が中⼼なので、これをデジタル化したい、という要望。

42期 Office365・One Driveを利⽤したクラウド配信をした。
⼯事予定表をスマートフォンで閲覧できるようにした。
販売⼤⾂をクラウド化し、各々拠点を繋ぎ、総務の業務管理を統⼀化した。

43期 総務部より⼿配依頼書・リース台帳・指令書をデジタル化の要望があがり
総務全体ミーティングを実施した。

44期 既存プログラム（⾒積⼊⼒・商品マスター、得意先マスター）と受注⼊⼒と
リース台帳をクラウド連動させた。
この業務クラウドをリレーションシステムと名付ける。

45期 役職マスター・⼊庫済台帳をクラウド化、既存システ
ム改造・受注⼊⼒・⼿配依頼書・受注売上⼊⼒票・
リース台帳をクラウド化。これにより⾒積り→
受注⼊⼒→⼿配依頼書→受注売上⼊⼒→リース台帳
へとスムーズに流れ、それぞれの業務がクラウド上
で繋がった。これにさらに⼯事予定表との連動に向けて計画進⾏中です。

今後ポストコロナの状況を踏まえると、３密を避けながら⾃宅や外出先から
でも各部⾨の業務ができるようにし、デジタル技術による⽣活やビジネスの
変⾰を成し遂げる。かつ、誰でも使いこなせるようにし、⼥性や⾼齢者や
中途採⽤者等多様な⼈財を確保する為に必要なクラウドシステムを進化させる。
「デジタル化（DX）推進とダイバーシティ経営の実現」

労働環境の整備
業務の効率化により、休暇が取りやすく、残業時間も減り、働き⽅改⾰に
つながり誰が休んでも業務を遂⾏できるようになっていくので、⽣産性が
さらに向上していくでしょう。

⼥性対応の検診を45期に実施します。
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働きがいと経済成長実現の一環として、ワーク
ライフバランスに取り組むと共に、経営計画を
明確化し、人と物の投資をしつつ経営革新に
取り組んでいる。

９．ワークライフバランス企業表彰

○社員が自分で考えて仕事ができるよう全社員のやりたい事を年次経営計画に反映

★社員のレベルアップのため複数人による評価制度で、みんなに激励のフィードバックを行い、
未来を担う社員を育成

★年次経営計画作成の継続作成を通じて、みんなで自社の「強み」のブラッシュアップと浸透
を図る

令和２年11月 表彰



Pg -14

１０．健康経営優良法人認定

課題のテーマ 生活習慣病の疾病の高リスク者に対する重症化予防

課題の内容
定期健康診断後、要医療・継続医療・要精検の判定があったにもかかわらず、再受診していな
い人が多い。

数値目標の内容と期限

どのような数値目標か 再検査・精密検査の受診率の向上

現状値 目標値

２０ ％ １００ ％

達成年度 ２０２１年度

推進計画
２０２０年度は再受診率は２０％だった為、２０２１年度は再々の受診勧奨をする。再受診した
人に対し、再受診日を公休扱いとし、再受診初回時の受診結果報告と領収書を受領後、受診
代金を会社負担とする。

取り組み結果
健診結果で再検査必要な対象者２０人に個別に再受診勧奨文書を手渡した。
内１１人はすぐに受診に行かなかったので、経営企画会メンバーと総務部全員に再受診の重要
性を訴え会社あげて個別に再度声掛けを行った。

効果検証結果 ２０２１年度の再検査・精密検査の受診率は１００％を達成した。

健康と福祉の一環として、健康診断や検診後
要再検査者の再受診運動を推奨し、会社負担
とするなど、「健康経営」への取り組みや
過重労働の予防に取り組んでいる。



１１．わが社の地球温暖化対策

【 オフセット・クレジット(J-VER)制度 】

Ｊ-ＶＥＲ制度は、事業所などが排出する温室効果ガスのうち、どうしても削減
できない分を他の場所での排出削減・吸収量で埋め合わせ（オフセット）する。

各事業所が購入したクレジットの代金を間伐促進といった森林整備に充て、持続
可能な森づくりに役立てる。
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気候変動対策の一環として、自社の建築・
レンタル等事業活動に伴い排出する温室効果
ガスの一部を養父市J-VERでオフセットし環境
保護に取り組んでいる。

陸の豊かさを守る一環として、養父市J-VERを
通じてふるさと兵庫の森と水と空気を守り、
豊かな自然環境の維持向上に貢献することに
取り組んでいる。

パートナーシップで目標達成するために、
養父市などステークホルダーと連携して、
養父市J-VERを通じて持続可能な社会の実現を
目指している。

エネルギー有効活用の一環として、LED照明に
切り替え、ハイブリッド車を導入するなど、
燃料消費量やCO2排出量を減らし、地球温暖化
防止に取り組んでいる。

行動メニュー 取り組み

エコドライブの推進
「エコドライブ１０のすすめ」の実施

エコドライブに関する社内教育

アイドリング・
ストップの推進

アイドリング・ストップの実施

整備点検の徹底
タイヤ空気圧など適正な点検整備に

よるＣＯ２削減の徹底

● 「はこぶ」でＣＯ２削減

行動メニュー 取り組み

車庫等での節電

車庫・倉庫・事務所等でのこまめな節電

施設の照明をＬＥＤ化

適正温度での冷暖房、フィルターの清掃

クールビズ・ウォームビズの実施

グリーン調達の推進 紙の使用量の削減

● 「車庫・ヤード・事務所」でＣＯ２削減

行動メニュー 取り組み

廃棄物の削減

事務所ゴミ・プラスチックゴミの削減

ゴミ分別の徹底

ゴミのポイ捨て禁止・清掃活動の実施

フロン類の適正管理

資源リサイクルの推進 資材のくり返し利用の推進

環境教育の推進 従業員への環境教育実施

● 「みんな」で環境対策

運輸安全を推進するうえで取り組む
地球温暖化削減の取組み



１２．わが社の持続可能な物語

社長の想い

経営
理念

自主
自立
自創

経営
企画
会議

Pg -16 Pg -17
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１３．価値の源泉から未来へ

働 き や す さ

健康・福祉取組み力

働 き 甲 斐 を も っ た

若 い 世 代 の 力

みんなで創る

会社の魅力づくり

見える化

伝える化

みんなが「つくっていきたい未来」を実現する

「知的資産経営」 「ワークライフバランス経営」
「健康経営」 「SDGs経営」

強み

注）ファイブパワーについては、Ｐｇ－９の「知的資産経営報告書の歩み」の２０１０年度版項目を参照してください。



快

適

空

間

の

提

供

工
期

組立・解体・運搬までの自社一貫体制

ファイブパワーを集結して安全作業にて工期短縮を図る

施
工

お客様の過去の施工データの蓄積

自社開発の内装部品

リサイクル資材の活用で低コストを実現

製
品

エアコン・ＯＡ機器・テレビ・冷蔵庫まであらゆるニーズに応える

ブラインド・タイルカーペット・間仕切・庇・軒・窓・トイレ・
キッチンの増設・移動。設置後の変更にも柔軟な対応が可能

サー

ビ
ス

現場近隣の住民への配慮も欠かさない

使う人の意見・要望を取り入れ心地よさを考えたレイアウトの提案

～短い工期と低コスト「どこでもハウス」の実現～
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１４．快適空間の提供と創る人財



事務所・店舗・工場・倉庫など、お客様のプランに応えていける
様内外装・大きさ等、幅広いバリエーションを用意しております。
従来工法にはないスピーディーな施工を得意としています。
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１５．事業概要（建築）

住み続けられるまちづくりの一環として、
社会貢献活動への取組みや災害時に仮設
ハウスを提供できるよう地域社会への参
画に取り組んでいる。



老朽化した事務所や倉庫等のプレハブをローコストで新築同等に
仕上げる事を目指しております。

通常の業務になるべく差し支えることなく、スムーズな工事を行う
ことも我が社のリフォーム工事の特徴です。
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１５．事業概要（リフォーム）

住み続けられるまちづくりの一環として、
社会貢献活動への取組みや災害時に仮設
ハウスを提供できるよう地域社会への参
画に取り組んでいる。



必要な時に必要なだけ使う現場事務所や仮設校舎、緊急時の仮設住宅、期間が限られたイベント施設。
また長期にわたって使用する工場・店舗・倉庫など、様々な用途で活躍します。

・ユニットハウス及び部材整備、塗装

・タイルカーペット再利用整備

・間仕切パネル

つくる責任、つかう責任の一環として、間仕切
りパネルの導入により資材の排出抑制、タイル
カーペット等の整備後の再利用、中古ハウスを
完全整備のうえ再生利用。

住み続けられるまちづくりの一環として、社会
貢献活動への取組みや災害時に仮設ハウスを提
供できるよう地域社会への参画に取り組んでい
る。
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１５．事業概要（リース・レンタル）

出庫 現場着 設置

タイルカーペット敷 下屋部 床組

下屋組下屋部 目隠し波板

施工完了



加古川展示場 和田山展示場

中古ハウスという市場の拡大に伴い、必要がなくなったハウスを買取り、完全整備の上、販売（リユース）しております。
また、新棟ユニットハウスにも色々な仕様商品も揃えております。
展示場も開設しており、お客様のニーズにお応えしています。 是非、お立ち寄り下さい！
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１５．事業概要（新棟・中古・リノベーション）

つくる責任、つかう責任の一環として、間仕切
りパネルの導入により資材の排出抑制、タイル
カーペット等の整備後の再利用、中古ハウスを
完全整備のうえ再生利用。

貧困撲滅の一環として、売上金の一部を世界
中の子供、若者、女性たちの「命を守り、夢
と希望」をお届けする支援に取り組んでいき
ます。
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～「安全」はすべての業務に優先し、最も重要である～

＜安全実施８項目＞

①安全衛生大会の実施（毎年７月）

②営業・工務部・総務一体となった報・連・相・打の徹底

③あいさつ・かけ声活動の徹底

④５S運動の徹底 （整理・整頓・清掃・清潔・躾）

⑤転落・転倒・指挟まれ・積荷の落下・建設機械等の災害防止

⑥リスクアセスメントを取り入れたＫＹ活動の徹底（毎日夕方・現場毎）

⑦交通事故災害ゼロを！！ （通勤中・業務中）

⑧自己健康管理の徹底

＜ＫＹ活動（危険予知活動）＞

●営業部と工務部が連携して、リスクアセスメントを取り入れたＫＹ活動
を計画する

●現場ではゼネコンの監督にも参加してもらい、他社の現場作業員も
含め全員で ＫＹ活動を実施する

● ＫＹは現場ごとに作り上げていくもの現場ごとにリスクを想定、その時
・その場の危険を事前に検討し、リスク対応する仕組み

●お客様の信頼、社員の安全、家族の安心を考えた『愛』あふれる取り
組み

１６．安全衛生活動

＜安全運転管理活動＞

●月間 「努力目標」を掲げ、実行する

●ヒヤリ・ハット情報等の共有と活用

●アルコール検知器を用いた飲酒運転の撲滅

●各車、計画的な定期点検の実施

【安全運転宣言 】

『私は常に交通法規を尊重し

思いやりの心をもって

安全運転に努めます 』



第１４回 令和３年度（２０２１）
１位 ヒトコトで 未然に防げるそのヒヤリ 心にいつも思ひやり

第１３回 令和２年度（２０２０）
１位 人に頼るな 任せるな！ 安全は「他人事」ではなく「自分事！」

第１２回 令和元年度（２０１９）
１位 早くやるより 安全に うまくやるより 確実に 目指すゴールは 無災害

第１１回 平成３０年度（２０１８）
１位 「危ない」と、いえる勇気で防ぐ事故 安全作業に上下なし。

第１０回 平成２９年度（２０１７）
１位 危険な作業を見かけたら 「 ヒ ト ゴ ト 」ではなく一言を！

第 ９回 平成２８年度（２０１６）
１位 みんなで決めたルールと手順 守るあなたが守られる

第 ８回 平成２７年度（２０１５）
１位 気を抜くな、 毎日変わる危険箇所 初心忘れずゼロ災害

第 ７回 平成２６年度（２０１４）
１位 身につけよう基本動作とプロ意識 みんなで目指そう ゼロ災害

第 ６回 平成２５年度（２０１３）
１位 創ろう安心 無くそう心配 いつも心に“ゼロ災害”

第 ５回 平成２４年度（２０１２）
１位 一人ひとりが職場の人材 みんなで築こう 社内安全

第 ４回 平成２３年度（２０１１）
１位 みんなで誓う安全は 我社の誇り ファイブパワー！

第 ３回 平成２２年度（２０１０）
１位 変わる時代に 変わらぬ基本 磨いた技術で “災害ゼロ”

第 ２回 平成２１年度（２００９）
１位 危険予知 絶えず続けて 絶える事故

第 １回 平成２０年度（２００８）
１位 頼るな経験 おごるな自信 その心が事故のもと
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１７．最優秀安全スローガン（歴代含む）

危ないぞ 気軽に言える職場創り

無事故の一歩はあなたから

加古川センター 竹中 大武
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わが社は、多種多様な資格、免許、および技能を取得しています。
また、経験年数も長く、安定したサービスを提供いたします。

資格・免許・技能講習者一覧 人数

一級建設業経理士 １

二級建設業経理士 ２

二級建築士 ４

一級建築施工管理技士補 １

二級建築施工管理技士 ２

宅地建物取引士 ３

大型自動車 １２

フォークリフト運転技能 ８

フォークリフト（１ｔ未満）運転業務特別教育 １

小型移動式クレーン運転技能講習 １５

運行管理者 ４

整備管理者 ２

安全運転管理者 ２

玉掛 ２４

車両系建設機械（整地） ２

ガス溶接技能講習 ３

アーク溶接等の業務特別教育 １

足場組立等作業主任者 １

足場の組立等特別教育 １１

高所作業車技能 ３

木造建築物の組立て等作業主任者技能 １

労務管理士（認定講習） １

第一種衛生管理者 １

職長教育（安全衛生特別教育） ２５

第二種電気工事士 ３

石綿使用建築物等解体等業務特別教育 １

フルハーネス型安全帯使用作業特別教育 ７

建築物等の鉄骨の組立て等作業主任者技能 １

有機溶剤業務従事者労働衛生教育 １

平均在職年数

13.5年

在職年数 人

２０年以上 １４

１５年～１９年 ２

１０年～１４年 ２

５年～９年 ８

４年以下 １１

計 ３７

社員平均年齢

44.1歳

質の高い教育の一環として、資格制度を設け、
受けたい講座や資格の後押しをし、会社負担
としている。研修や教育制度の充実、生涯
学習の推進に取り組んでいる。

１８．人的資産
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本社（姫路市）では兵庫県南部を、但馬営業所（養父市）では兵庫県北部を営業エリアとしています。
加古川センター、但馬センターではデリバリー（配送と施工）を行っており、スムーズなデリバリーが
構築されています。また、両センターではユニットハウスや備品のメンテナンスを行い、常に快適な
環境の提供に努めています。
姫路ハウスサービス株式会社では、地域密着を基本にお客様第一主義を合言葉に社員のファイ
ブパワーを結集しています。

加古川センター

本社

但馬営業所・
但馬センター

和田山展示場

加古川展示場

１９．組織資産
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株 主 総 会

経 営 企 画 会
（ 役員＋各部門長 ）

翌 檜 会
（ 係長以上の役職者 ）

営 業 部

姫 路 営 業 部
但 馬 営 業 部

総 務 部

姫 路 総 務 部
但 馬 総 務 部
加古川ｾﾝﾀｰ総務部

工 務 部

建 築 課
但 馬 セ ン タ ー
加古川センター

役 員 会 従 業 員 持 株 会
（ 勤続3年以上の希望者 ）

姫 栄 会

安 全 衛 生 委 員 会
（ 毎年７月、安全大会開催 ）

経営管理統括

２０．組織表
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３．自社ブランドの更なる拡大

自社制作商品の開発を行い、お客様に更なる快適空間を提供することを目標
とし、ラインアップを充実してまいります。独自の技術と長年の経験から商品の
オリジナリティを活かし、皆様のニーズにお応えできるよう、更なる品質と信頼
の向上に繋がる為に邁進致します。

２．中古市場の拡大

わが社は、レンタルを主な業務としている為、中古市場に直接関わっていませ
んでした。しかし、お客様から中古ハウスに関わるお問い合わせを数多く頂い
ているところから、お客様の声にお応えして、お客様に喜んで頂ける商品を品揃
えしようと考えました。その一環として、お客様に見て選んで頂けるようにと2018
年春に和田山展示場を開設、2020年春には加古川展示場を開設しました。
近くにお越しの際にはお気軽にお立寄り頂きまして、ぜひ実物のユニットハウス
を見て頂きたいと思います。今後もお客様のニーズにお応え出来るような商品
や、多重多様なハウスを取扱いして参ります。

１．建築市場（新築・リフォーム市場）への拡大

ゼネコンからの受注はもとより、企業や工場への進出および一般のお客様など
に幅広くアピールして、マーケットの拡大を図っていきます。
そのために、商品アイテムの充実、開発、施工体制の強化などに取り組んでま
いります。
外観を新築同様にリフレッシュする工法で行う工事もお客様に提案し、ローコスト
で満足して頂ける改修工事のマーケットの拡大も図ってまいります。

２１．将来構想・経営戦略
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２０22年 （令和４年）7月作成
知的資産経営報告書制作実行委員会

（翌檜会）

会 社 名

代 表 者

設 立

所 在 地

Ｕ Ｒ Ｌ

資 本 金

売 上 高

従 業 員 数

登録・免許

営 業 品 目

取 引 銀 行

関 連 会 社

姫路ハウスサービス株式会社

代表取締役 西田 俊一

1977年（昭和52年）12月15日

本社
〒670-0952 兵庫県姫路市南条1丁目133番地

TEL(079)-289-2633／FAX(079)-289-2635
但馬営業所
〒667-0131 兵庫県養父市上野1530-1

TEL(079)-664-1990／FAX(079)-664-1992
加古川センター営業所
〒675-1235 兵庫県加古川市平荘町小畑338-1

TEL(079)-441-8933／FAX(079)-441-8936

和田山展示場
〒669-5263 兵庫県朝来市和田山町寺谷字上町864-4
加古川展示場
〒675-0331 兵庫県加古川市志方町西牧1083-1

https://himejihouse.co.jp/

2,000万円

９８７百万円 2021年（令和３年） 9月期

４４名
（本部３名、営業部９名、工務部１７名、総務部８名、ﾊﾟｰﾄ７名）関連会社含む

建築工事業 とび・土工工事業 兵庫県知事 許可 （ 般－2 ） 第454725号
古物商・道具商 兵庫県公安委員会許可 第631601600001号
一般貨物自動車運送事業 許可 近運自貨第199号

1. プレハブ建築の請負・設計・監理、及び販売。
2. 仮設用ハウス・ユニットハウスの販売及び賃貸
3. 仮設用トイレ・備品の販売及び賃貸

・但陽信用金庫 姫路南支店 ・中国銀行 姫路支店
・但馬信用金庫 延末支店／広谷支店 ・みなと銀行 姫路支店
・三井住友銀行 飾磨支店
・兵庫県信用農業協同組合連合会 姫路支店

株式会社トータルリース

２２．企業概要



◎知的資産経営報告書について

□知的資産経営報告書

＊「知的資産経営」とは
従来のバランスシートに掲載されている資産以外の無形の資産であり、企業における

競争⼒の源泉である。⼈材、技術、技能、知的資産（特許・ブランドなど）組織⼒、
経営理念、顧客とのネットワークなど、財務諸表には表れてこない、⽬に⾒えにくい
経営資源の総評を意味します。

＊「知的資産経営報告書」とは
⽬に⾒えにくい経営資源、すなわち⾮財務情報を債権者、株主、顧客、従業員といった

ステークホルダー（利害関係者）に対し、「知的資産」を活⽤した企業価値向上に向けた
活動（価値創造戦略）として⽬に⾒える形で分かりやすく伝え、企業の将来性に関する
認識の共有化を図ることを⽬的に作成する書類です。
経済産業省から平成１７年１０⽉に「知的資産経営の開⽰ガイドライン」が公表されて
おり、本報告書は原則としてこれに準拠して作成しております。

本書ご利⽤上の注意

本知的資産経営報告書に掲載しました将来の経営戦略及び事業計画並びに、付帯する

事業⾒込みなどは、すべて現在⼊⼿可能な情報をもとに、当社の判断にて記載して
おります。そのため、将来に亘り当社を取り巻く経営環境（内部環境及び外部環境）の
変化によって、これらの記載内容などを変更すべき必要が⽣じる事もあり、その際には、
本報告書の内容が将来実施⼜は実現する内容と異なる可能性もあります。よって、
本報告書に記載した内容や数値などを、当社が将来に亘って保証するモノではない
ことを、⼗分にご了承願います。
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“ここで終わらせたら駄目”

（ 談：西田 ）


